
アレルギー疾患の最新知識について専門職向け講演会を開催します

緊急性の高いアレルギー症状への対応には、患者の周囲の人がアレルギー疾患についての正しい理解
や必要な支援を学ぶことが大切です。今回の講演会は、保育所や学校の職員のみならず、広く子どもの
集まる施設の職員へも対象を拡大して開催し、アレルギー疾患のある子どもや患者の支援に携わる人材
の育成を推進します。アレルギー疾患の最新知識について興味のある市民の方も御参加いただけます。
講師は、アトピー性皮膚炎・食物アレルギー・ぜん息等の診療や、アレルギーの発症予防に御尽力さ

れている、国のアレルギー中心拠点病院の専門医福家
ふくいえ
 辰樹
た つ き
先生（国立成育医療研究センターアレルギ

ーセンター総合アレルギー科診療部長）です。

１ 講演会の概要
【名 称】令和５年度アレルギー疾患専門職対象知識普及講演会
【テーマ】アレルギー疾患の最新知識 ・アトピー性皮膚炎・食物アレルギー・気管支ぜん息 
【日 時】令和５年９月２９日（金） １４ ００ １６ ００（１３ ４５ 入室）
【開催方法】オンライン開催（オンライン会議システム Zoomを使用）
     ※後日、申込者を対象に動画配信予定
【対 象】アレルギー疾患を持つ小児と接する機会のある専門職の方や、食事提供のある施設の職

員の方等 アレルギー疾患の最新知識に興味のある方もお申込みいただけます。
【定 員】オンライン参加４８０組（先着順）（動画配信のみ御希望の方は定員なし）

２ 申込方法
川崎市ホームページの申込リンクからお申込みできます。
川崎市ホームページ https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000151030.html 
※講演会の申込の際に講師への事前質問を受け付けています。
また、当日も講師に直接質問をすることができます。

３ 昨年度の実施状況
 【参加組数】１４３組
【参加者の声】（アンケート結果より一部抜粋）
・緊急時の対応について、アナフィラキシーショック時の対応の動画での解説はとても状況が見
えて分かりやすかったです。自園も職員の研修を早期に行っていけたらと思います。

・今回の講演会を通して正しいスキンケアを乳幼児期を過ごす保育園で伝えていくことは大事で
あると改めて感じたので、今回の学びを職員や保護者に向けて伝える努力をしていきたいと思
います。

問合せ先 
川崎市健康福祉局保健医療政策部環境保健担当 弓田
           電話 ０４４－２００－２４８６
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川崎市健康福祉局
保健医療政策部環境保健担当

〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地

TEL. 044-200-2435 FAX. 044-200-3937

Mail 40kankyo@city.kawasaki.jp

https://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000151030.html

川崎市 アレルギー講演会

アトピー性皮膚炎・食物アレルギー・ぜん息等の診療や、アレルギーの発症予防

に御尽力されている、国のアレルギー中心拠点病院の専門医の先生をお招きして、

アレルギーの最新知識について御講演いただきます。

無料

４８０組（先着順）

オンライン開催
オンライン会議システムZoomを使用
開催後、講演内容を期間を限定し動画配信予定
（申込された方へ視聴用URLをお送りします。）

参加費

定員

開催方法

講師

国立成育医療研究センター アレルギーセンター

総合アレルギー科診療部長

福家 辰樹 先生

本事業は独立行政法人環境再生保全機構の公害健康被害予防事業に係る助成金を受けて実施しています。

講演内容（予定）

申込フォーム

⇒

・アレルギーの発症予防について

・アトピー性皮膚炎について
・食物アレルギーについて
・気管支ぜん息について

・緊急時の対応について

・事前質問への回答※

ふくいえ たつき

令和５年度アレルギー疾患専門職対象知識普及講演会

申込フォームは
ここからアクセス
（９月１９日(火)まで）

問い合わせ先

川崎市ホームページからも申込可能

参加対象
アレルギー疾患を持つ小児と接する機会
のある専門職の方や、食事提供のある施
設の職員の方等
※看護師、助産師、保健師、栄養士、保育士、幼稚園
教諭、教職員、各施設職員等

アレルギー疾患の最新知識に興味のある方
もお申込みいただけます

※時間に限りがあるため全ての質問に対応できない可能性がございます。



１ 位置付け等 

総合的なアレルギー疾患対策の一環として、本年６月に策定した「川崎市アレルギー疾患対策推
進方針」を踏まえ、Ｉ 発症・重症化予防等のための啓発・相談、Ⅱ 医療提供体制の整備、Ⅲ 生活
の質の維持・向上を支援する環境づくりの推進、Ⅳ 人材育成といった４つの方向性で取組を推進
しています。 
（１）市民向け講演会について 

  「方向性Ⅰ 発症・重症化予防等のための啓発・相談」として、アレルギー疾患の発症・重症
化予防や症状の軽減に繋げられるよう、最新の知見を踏まえた情報提供を実施 
（２）専門職向け講演会について 

  「方向性Ⅳ 人材育成」として、患者の生活の質の維持・向上のため、患者への対応等が求め
られることが多い専門職や、教職員、保育士、介護職員等がアレルギー疾患への対応に関する適
切な知見を得られるよう、情報提供を実施 

２ 今年度からの新たな取組・講演会の特色 

（１）発症・重症化予防等に向けて、妊娠期から高齢者まで各世代に応じたテーマを設定【充実】
（２）受講しやすくするための工夫【新規】

講演動画のオンデマンド配信や、会場参加とオンライン参加によるハイブリッド開催を実施 
（３）相談機能 
   講演会前半での講義終了後、専門的な意見を聞くことができるよう、事前受付した相談事項
等について、講師の医師が応答する時間を設定 

３ 今回募集開始する講演会（９月までに開催）（詳細は別紙報道発表資料を参照）

（１）市民向け講演会                  （２）専門職向け講演会 

４ 今後の講演会の実施予定（１０月以降） 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

※詳細は後日決定。この他、他の疾患や、医療従事者向け講演会の実施を予定。 

【参考資料】川崎市のアレルギー疾患知識普及講演会について 

 ～正しい知識の普及啓発・人材育成に向けて～ 

【乳幼児期】 
・食物アレル 
ギー・食事 
の進め方 

※ｵﾝﾗｲﾝ開催 

【乳幼児 
~児童】

・災害時の 
備え（新規）

※ｵﾝﾗｲﾝ開催 

【妊娠期】 
・アレルギー 
の発症予防 

※ｵﾝﾗｲﾝ開催 

【乳幼児期】 
・アレルギー全般 

※各区役所における会場参加

【成人向け】 
①食物アレルギー・薬物・アレル
ギー（新規）

②気管支ぜん息（拡充） 
※会場参加及びｵﾝﾗｲﾝ参加 
によるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催（新規）

【児童向け】 
日時 ８月 24 日 14:00 
テーマ ぜん息と運動(新規）
定員 ９００組 
※オンライン開催 

【乳幼児期】 
日時 ９月６日 14:00 
テーマ アレルギー最新知識
定員 ４８０組 
※オンライン開催 

日時 ９月 29 日 14:00 
テーマ 乳幼児期アレルギー 

最新知識 
定員 ４８０組 
※オンライン開催 


